
こんにちは。岡田響です。 

お隣の解体工事がやっと終わりました。10メートル以上もある、
長ーい鉄筋が地中に埋まっていたりして、あんなふうになっている
んだぁ、なんて見ていました。みなさんには「次は何になるの？」 

って度々聞かれているんですが、まだ正確には分からないままなん
です。年明けになると、何かわかるのでしょうけれど、どうなるで
しょうね？看板の裏側どうしようかなぁ。。なんて思います。 

 ちょっとしたお休みの時間で、先日「ボヘミアンラプソディー」
をみてきました。今回選べる時間でたまたま合うのが４DXっていう
スクリーンのところだけでした。ちょっと高くて、何が違うんだろ
うと思っていたんですけど、イスが動いたり煙が出たりそういう仕
掛けのあるところだったんです。初めてだったので、そういうのは
違和感になっちゃいましたけれど、それをも打ち消すような、色ん
な意味でなかなかよかった映画でした！ 

まだ映画をみてない方はまず映画館でみた方が絶対いいと思います。 

残念ながら自分で楽器はできないのですが、80`sの洋楽がホームグ
ランドなので、クイーンもよく聞いていました。映画行ってから思
い出してずーっとクイーンを聞いています。テレビによるとクイー
ンファンは第３世代くらいまであって、私の場合はそのうちの第２
世代あたりになるそうです。CDもずっと手元にあるのですけど子供
の前ではあまり出番がなかったんです。このＣＤも懐かしい感じな
んですが、今はスマホですね。YOU TUBEばかりかけてます。音質の
いいイヤホンが欲しくなっちゃいますね。 
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私たちはペットとの生活を楽しくする（愉しいペットライフを創造する）ために 
飼い主さんに寄り添い応援する動物病院を目指しています。 

ひびき動物病院      ℡045-832-0390 
〒235-0045 横浜市磯子区洋光台6-2-17-102 



今年はツリーに変身 
 
トリミングに来て頂いた子に 
ツリーの着物を着せてもらいました。 
毎日待合室に少しづつ増えていって 
楽しい毎日でした。 
年明けはどんなふうに変化するのかな？ 

今年もありがとうございました。 
来年も皆さまにとっていい1年となりますように！ 
でもこれを発行するときにはもう新年！ 
本年もどうぞよろしくお願い致します。 
今年も診療関係の改革を進め、学び、愉しく仕事をして 
皆さまのお役に立てるようにさらに精進してまいります。 
寒さ本番。皆さまどうぞご自愛ください。   院長 

臨時のお休みなどお知らせ 
１月１１日（金） １８時まで 
１月１６日（水） 院長不在で１７時まで 
１月１８日（金） 院長不在で１７時まで 
１月３０日（水） １８時まで 
２月 ３日（日） １２時まで 
 今年の５月の連休は１０連休になると話題ですが、 
当院は後半をお休みにする予定です。よろしくお願いします。 

動物愛護センターの犬の健康管理セミナー 
 
２月１６日（土）１４時から桜木町社会福祉センターにて 
動物愛護センターと横浜市獣医師会主催の犬の健康管理セミナーが開催され、
当院の院長が講師を務める予定になっております。発表スライドには誰かが写
真で登場することになるかもしれません。ご協力よろしくお願いします。 
 
ヤフーの記事 （院長監修のサライの記事） 
ライターさんが宣伝してくれというので、皆さん見て下さい → 
＊サリーちゃんにもご協力いただきました。 

今月のフードの日  事前注文で動物病院のフード１０％割引 

事前注文 1/7～1/9 と 1/21～1/23 
購入日  1/13  と   1/27   



誤飲誤食にご注意！ 
 
「○○食べちゃったんです。大丈夫ですか？」 
 
よく聞かれるのですが、そういう状況の時に「大丈夫です！」と
答えられるものは大抵ありません。そして、食べた直後でないと、
処置をしても手遅れになることもあります。 
 
先日行ったセミナーは様々なお薬の講義でした。 
話題の一つには誤飲誤食の際に、吐かせる処置をすることに使う
お薬のお話がありました。 
背景として、年間約20万件の誤飲が全国で発生しており、講師の
先生が会場でアンケートをしたところ、参加者のほぼ全員の先生
が1ヶ月以内に誤飲誤食の患者さんを診ていました（当院も。。）。 
 
非常にアバウトですが、口から入った食べ物は、便で出るまでに
犬猫では約１日です。そして、食べて数時間の、胃の中にある時
だったら、吐かせる処置で、その後のドミノ倒しの受難を防げら
れるかもしれないのです。ただし、そうは言っても結果が伴わず
に手術や内視鏡で摘出しないとだめなものや、チョコレートのよ
うにあっという間に溶けてしまうもの、ユリの花のように猛毒と
なるものに関しては、助けるためにはとにかくスピード勝負とな
るわけです。すぐに病院に着た方がいいです。 
一方で吐かせる薬の危険度についての話がありました。しかしこ
の薬の危険度、というよりも、やはり飲み込んだものの危険度の
方が予後に関係する、という話でした。猛毒を飲んじゃうと、吐
かせてもその後に死んでしまうんです。 
 
そして、なんと！この誤飲誤食事故は寒い時期に多い傾向があり
ます！クリスマス・お正月・バレンタインは要注意！（ペット保
険調査） 
 
○○食べちゃった、は飼い主さんの監督責任もあります。大丈夫
はあまりないので、気をつけるしかないんです。 
  もしもの時は大至急ご連絡下さい。よろしくお願いします。a 





今月の写真 

LINEで友達に
なって写真をお
くってほしい
なぁ・・・ 

あけましておめでとうございます！ 

＼キリッ／ 



 


